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「ちちんぷりんぷりん」誕生
4月 23日、茨城県庁において、新ひたちなかスイーツ

「ちちんぶりんぶりん」の発表会が行われました。

さて、「ちちんぶりんぶりん」とはどんなスイーツ?

本
商
工
会
議
所
で
は
、
地
域
の
観
光
情
報
や
グ
ル
メ
等
の
魅
力
を
掘
り
起
こ
し
て

発
信
し
、
よ
り
多
く
の
人
た
ち
に
市
内
に
訪
れ
て
も
ら
う
こ
と
を
ね
ら
い
に
、
「地
域

資
源
活
用
誘
客
促
進
事
業
」
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
、

ご
当
地
グ
ル
メ
第
５
弾
と
な
る
プ
リ
ン

「ち
ち
ん
ぷ
り
ん
ぷ
り
ん
」
を
勝
田
バ
ン
菓

子
組
合
と
連
携
し
、
企
画
開
発
し
ま
し
た
。

「ち
ち
ん
ぷ
り
ん
ぷ
り
ん
」
の
ネ
ー
ミ
ン
グ

は
、
ひ
た
ち
な
か
市
に
残
る

「千
々
乱
風
伝
説
」

か
ら
き
て
い
ま
す
。
「千
々
乱
風
」
と
は
、
現

在
の
国
営
ひ
た
ち
海
浜
公
園
内
に
あ
る
沢
田

湧
水
地
周
辺
に
あ

っ
た
集
落
が
７５
日
間
に
わ

た
る
暴
風
雨
に
よ
り
砂
に
埋
も
れ
て
し
ま
っ
た

と
い
う
伝
説
で
、
こ
れ
が
、
ま
わ
り
の
景
色
が

一
変
し
て
し
ま
う
＝
魔
法
の
お
ま
じ
な
い
、
と

い
う
意
味
の

「ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
」
の
由
来
と

な
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

食
材
に
は
、
ひ
た
ち
な
か
市
産
の
オ
レ
ン

ジ
玉
子
や
コ
ー
ヒ
ー
、
茨
城
県
産
の
サ
ツ
マ
イ

モ
を
使

っ
た
、
茨
城

・
ひ
た
ち
な
か
な
ら
で
は

の
プ
リ
ン
で
、
①
最
初
は
オ
レ
ン
ジ
玉
子
の
プ

リ
ン
を
そ
の
ま
ま
楽
し
ん
で
②
次
に
プ
リ
ン
と

サ
ツ
マ
イ
モ
ペ
ー
ス
ト
を

一
緒
に
③
最
後
に
ビ

タ
ー
な
徳
川
将
軍
珈
琲
ベ
ー
ス
の
ソ
ー
ス
を
か

け
て

。
・
・
。
１
つ
で
３
度
も
美
味
し
い
魔
法

の
よ
う
な
ス
イ
ー
ツ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

本
商
工
会
議
所
が
企
画
し
た
ご
当
地
グ
ル

メ
に
は
、
旧
市
名
の
勝
田
を
も
じ
っ
た
ロ
ー
ズ

ポ
ー
ク
の

「勝
つ
―
サ
ン
ド
」
、
日
本

一
の
蒸

し
ダ
コ
加
工
地
域
に
ち
な
ん
だ

「み
な
と
の
た

（

こ
め
し
」
な
ど
の
お
弁
当
や
デ
生
産
量
日
本

一

一　
　
　
　
．一一　
　
　
　
一一
一一
一一
一・一
一　一一　．一
　
一　
　
　
　
　
　
・

の
干
し
い
も
を
使

っ
た
お
菓
子

「ほ
っ
し
ぃ
～

も
」
、
阿
字
ヶ
浦
地
区
の
特
産
苺
バ
ィ
ン
ベ
リ
ー

の
ジ
ャ
ム
を
は
さ
ん
だ

「イ
チ
ゴ
ダ
ッ
ペ
」
な

ど
の
お
菓
子
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
は
、
総
務
企
画
課

８
０
２
９
（２
７
３
）
１
３
７
１
ま
で
ｃ

（総
務
企
画
課
　
西
連
地
）
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ひ
た
ち
な
か
地
区
開
発
計
画
の
見
直
し
を
提
言

本
商
工
会
議
所
で
は
、鈴
木
会
頭
、井
上
俊
邦
ひ
た
ち
な
か
地
区
ビ
ジ
ョ
ン
提
言
特
別
委
員
会
委
員
長
、

永
井
専
務
理
事
が
橋
本
県
知
事
を
訪
ね
、
ひ
た
ち
な
か
地
区
開
発
に
係
る
提
言
書
を
手
渡
し
ま
し
た
。

ひ
た
ち
な
か
地
区
に
は
、

過
度
に
大
型
商
業
施
設
が
出

店
し
地
域
商
業
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
ま
す
。
今
後

の
本
市
の
商
業
を
見
据
え
た

地
域
商
店
街
と
大
型
商
業
施

設
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
ま
ち

づ
く
り
に
向
け
、
ひ
た
ち
な
か

地
区
の
開
発
計
画
の
見
直
し

に
つ
い
て
、
提
言
書
を
取
り
ま

と
め
、
橋
本
県
知
事
に
手
渡

す
と
と
も
に
、
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

Ｉ
．
基
本
方
針
に
つ
い
て

１
．
県
と
し
て
、
国
が
認
め

た
返
還
財
産
で
あ
る
こ
と
を

充
分
考
慮
の
上
、
地
元
住
民

へ
の
利
活
用
に
資
す
る
開
発

振
興
策
に
徹
す
る
と
共
に
、

今
後
、
明
ら
か
に
オ
ー
バ
ー
ス

ト
ア
状
態
に
あ
る
大
型
店
へ
の

売
却
方
針
を
速
や
か
に
撤
回

願
い
た
い
。
本
来
の
目
的
で

あ
っ
た
地
元
住
民
へ
の
雇
用
増

や
医
療
・
介
護
・
福
祉
等
の
向

上
に
役
立
つ
施
設
並
び
に
運

用
主
体
の
誘
致
や
主
体
的
運

営
組
織
等
の
立
ち
上
げ
に
尽

力
願
い
た
い
。

２
．
ひ
た
ち
な
か
地
区
都

市
整
備
の
方
向
性
検
討
会
に

つ
い
て
は
、
今
後
人
口
減
が

予
想
さ
れ
る
中
で
、
従
来
の

拡
張
型
開
発

一
辺
倒
の
方
針

か
ら
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
型

を
目
指
し
、
地
域
指
定
の
変

更
も
含
め
人
の
住
め
る
ま
ち

づ
く
り
等
周
辺
開
発
の
連
携

と
併
せ
、
柔
軟
な
発
想
に
基

づ
く
調
査
検
討
を
お
願
い
し

た
い
。

３
．
既
進
出
大
型
店
（テ
ナ

ン
ト
含
め
）
に
対
し
て
も
、
ま

ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
ニ
ア゙
ザ

イ
ン
に
基
づ
く
社
会
的
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
協
力
す
る
姿

勢
を
指
導
し
、
総
合
的
な
魅

力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

Ⅱ
１
１
．
県

有

地

４
１

（２
・５
ｈ
↓

に
つ
い
て

ア
多
目
的
）
タ
ー
ミ
ナ
ル
兼
地

域
交
流
セ
ン
タ
ー
』
設
置
構

想
の
提
言

Ⅱ
１
２
．
県

有

地

３
９

（４
・５
ｈ
ａ
）
に
つ
い
て

Ａ
県
北
地
区
医
療
。介
護
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
を
目
指
し
た
『医

療
セ
ン
タ
ー
と
育
成
学
校
』
の

設
立

Ｂ
技
術
科
学
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

「技
術
科
学
大
学
」
の
誘
致

（事
業
推
進
課
　
牧
野
）

桧 の 家

株式会社 秀建ホーム
ー級建築士事務所 建設業許可 (般‐22)第 24054号

代表取締役 岡田 秀夫

ひたちなか市外野二丁目 13番 3号
丁EL 276-2135 FA× 276-2201
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事業所用弁当・スポーツイベン ト。その他

ご予算に含わせて御作りいた します
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商

工
会
議
所

の
チ
ャ
レ

ン
ジ
シ
ョ
ツ
プ
事
業
で
新
た

な
店
舗
が
オ
ー
プ
ン
！

味
噌
に
と
こ
と
ん

こ
だ

わ

っ
た
、
「麺
屋

無
限
」
さ

ん
で
す
。

一
人

で
店
を
切
り
盛
り

す
る
オ
ー
ナ
ー
が
、
独
学
で

研
究
し
た
秘
伝
の
二
種
類
の

味
噌
は
、
名
古
屋

の
赤
だ

し
味
噌
と
京
都
の
白
味
噌
。

ス
ー
プ
は
、
こ
の
秘
伝
の
味

ぬ

Ψ

・

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

ｏ

・

ｏ

０

０

ひ
た
ち
な
か
ま
ち
づ
く
り

株
式
会
社
の
設
立
記
念
式
典

が
４
月
８
日
、
ク
リ
ス
タ
ル

パ
レ
ス
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
本
間
市
長
、
樋
之

□
市
議
会
議
長
、
地
元
選
出

の
県
議
会
議
員
の
他
、
商
工

関
係
者
、
市
議
会
議
員
な
ど

噌
ダ
レ
と
香
味
野
菜
ペ
ー
ス

ト
を
使
い
、
ク
リ
ー
ミ
ー
で

濃
厚
に
仕
立
て
て
あ
り
ま

す
。
麺
は
、
ち
ぢ
れ
平
打
麺

と
中
太
ス
ト
レ
ー
ト
麺
の
二

種
類
。
ラ
ー
メ
ン
ご
注
文
の

方
に
は
、
し
そ
入
り
水
餃

子

（３
ヶ
）
と
ラ
イ
ス
が
無

料
で
す
。
中
で
も
オ
ス
ス
メ

は
、
ぶ
厚
い
チ
ャ
ー
シ
ュ
ー

と
味
玉
、
う
ず
ら
の
玉
子
に

鶏
の
つ
み
れ
も
入
っ
た
豪
華

版

「全
部
の
せ
」
！

店
名
の
ロ
ゴ

「無
限
」
＝

「
∞
」
を
モ
チ
ー
フ
に
用
い

た
赤
と
黒
の
斬
新
な
デ
ザ
イ
ン
。

こ
こ
に
も
オ
ー
ナ
ー
の
こ
だ

わ
り
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

「い
つ
か
有
名
店
に
し
た
い
！
」

と
熱
く
語
る
若
い
オ
ー
ナ
ー
の

自
信
作
。
ぜ
ひ
お
試
し
を
！

■
所

在

地

¨
勝
田
泉
町
１４
１
３

■
営
業
時
間

¨

（昼
）
１１
時
３。
分
～
１５
時

（夜
）
１８
時
３。
分
～
２‐
時

※
金

・
土
は
２３
時
ま
で

■
定

休

日

一
月
曜
日

0 0

▲本場 !名古屋の    ▲こだわりのオーナー

赤だし味噌ラ=メン  菅田さん

▲高級 !京都の

自味噌ラーメン
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０
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０
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０

０
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０

０
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・

・
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ぬ

Ｗ

１
４
０
名
が
出
席
。
新
会

社
の
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

小
野
修
社
長
は

「賑
わ
い

づ
く
り
と
人
を
集
め
る
こ

と
が
原
点
。
や
れ
る
こ
と

は
何
で
も
や
り
ま
す
。
よ

い
ま
ち
を
創
り
ま
す
」
と

決
意
表
明
し
ま
し
た
。
ま

た
、
鈴
木
会
頭
は

「
市
か

ら
も
支
援
を
い
た
だ
い
て

い
る
。
商
工
会
議
所
も
後

押
し
、
伴
走
し
て
い
き
た

い
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

同
社
は
５
月
１０
日
を
皮

切
り
に
、
毎
月
第
２
日
曜

日
に
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト

「
勝

田

Ｔ Ａ

。
ＭＡ

・
ＲＩ

・
ＢＡ

横

丁

」

開
催

を

は
じ
め
、
表

町
中

心
商
店
街

の
駐
車
場

の
管

理
運
営
等

の
事
業
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

［
事
業
方
針

］

我
々
は
ひ
た
ち
な
か
市
に
必

要
な
こ
と
を
、
市
民
、
行
政
、

企
業
そ
れ
ぞ
れ
の
目
線
か
ら
、

会
社
の
理
念
、
使
命
、
行
動
、

目
標
、
行
動
規
範
の
も
と
、
か

か
わ
る
す
べ
て
の
皆
様
に
喜
ん

で
い
た
だ
け
る
事
業
を
推
進
い

た
し
ま
す
。

［
事
業
内
容

〕

①
ま
ち
の
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ

②
ま
ち
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

③
ま
ち
の
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ

④
ま
ち
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

⑤
ま
ち
の
ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ア
ッ
プ

⑥
ま
ち
の
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト
等

連
絡
先

¨

０
２
９
（
３
５
３
）
３
１
８
１

4

味
噌
に
こ
だ
わ
る
家
系
ラ
ー
メ
ン

～
赤
だ
し
味
噌
と
自
味
噌

あ
な
た
は
ど
っ
ち
派
？

麺
屋

無
限
～

設
立
祝
い
１４０
名
が
出
席

ひ
た
ち
な
か
ま
ち
づ
く
り

い
記
念
式
典

‐ ‐     ~

」

「一日人間ドック・定期健康診断」
を年に一度受診 しましょう !
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おもてなしの心と接害マナー
ビジネススキルアップセミナー

プレシャスパー トナー代表小島敦子氏を講師に「相手に好

印象を残す接客マナー」「おもてなしの心を実践する3つ の

要素」等について開催。「自分ではなく相手がどう感じるか

が大切である」と話され、第一印象で好感を与える方法や相

手の心に寄り添う接客など、実技をふんだんに交えたすぐに

実践できる内容で30名 が参加 しました。

(企業支援課 後藤)

プレミアム付き商品券概要決まる

4月 22日 、平成27年度の「ひたちなか市プレミアム商品券」

について全体会議を開催。以下のとおり決定しています。

○発売日 平成27年 9月 13日 (日 )

○商品券総額 7億 8千万円 (プ レミアム20パ ーセン ト)

○販売価格 1セット10,000円 (商品券額面500円券×24枚12,000円 分)

○購入限度額 一人当たり3セ ット (3万円)

(事業推進課 牧野)

V
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0
議

録

■
第
３
６
６
回
常
議
員
会

４
月
２‐
日

①
新
入
会
員
の
承
認

▽
・３
件
　
△
ム
員
数
４
０
０
９

件
、
組
織
率
７２

・
７
％

②
顧
問

。
参
与
の
変
更
に
つ

い
て
《
顧
間
》
帥
日
立
製
作

所
都
市
開
発
シ
ス
テ
ム
社
水

戸
事
業
所
長

小
松
原
健
氏

《
参
与
》
ひ
た
ち
な
か

。
東

海
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

消
防
長

永
井
照
男
氏
、
ひ

た
ち
な
か
警
察
署
長
遠
藤
恵

一
氏
、
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か

保
健
所
長
大
和
慎

一
氏
、
国

営
常
陸
海
浜
公
園
事
務
所
長

黒
澤
伸
行
氏

③
議
員
の
職
務
を
行
う
者
及

び
常
議
員
の
変
更
に
つ
い
て

仰
日
立
製
作
所
都
市
開
発
シ

ス
テ
ム
社
水
戸
事
業
所
総
務

部
部
長
代
理

高
橋
邦
久
氏
、

茨
城
県
信
用
組
合
勝
田
支
店

支
店
長

長
山
洋
之
氏

④
ひ
た
ち
な
か
地
区
県
有
地

の
売
却
に
対
す
る
反
対
要
望

に
つ
い
て
▽
反
対
要
望
を
決

議【報
告
事
項
】

①
平
成
２７
年
度
事
務
局
体
制

②
県
内
商
工
会
議
所
共
済
制

度
統

一
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
③
タ

コ
日
本

一
宣
言
～
魚
の
お
い

し
い
ま
ち
づ
く
り
へ
の
挑
戦

～
出
版
④
新
ひ
た
ち
な
か
ス

イ
ー
ッ

目 ツ イ

ひたちなかまちづくりい

Teppan_町 萱Q____
アライオット カラーズ

商店街活性化
飲食業
飾 合 業

商業
観・サ

観・サ
フロック

安 不 | 建

西8Bブロック

パソコンアカデミー ステッ パソコンスクール サ

豊プロック

創 建 半

フロック

照 沼 裕 司 イヽ動産買賃業
整体業

建設栗

観 ・サ

観 ・ サ
うや整体院

休菊link リラクゼーション

中 アロッイ

〔書士法人スモールハンズ
!容室

観 ・ サ
を甲・ サ

アロッイ

いアレスキャリア
SJインターナショナル

人材派遣業
フkだ薔カロT tt■ 任口亭言首

観 ・サ
商業

別会員

←場水戸理化ガラス
輸カワサキ

分析装置製造業
合 料 品 師 亭

工業
商 業

〒312‐0062ひたちなか市高場545
TEL285¨0333/′ FAX285‐ 0303

ひとつの荷物に、

真心をこめて
1957年、京都生まれ

昨日、今日そして明日へ、変わらない熱い思いがあります。

臨■■■景 睡株式会rr

茨城県美容業生活衛生同業組合県北ブロックで、

「出逢いたい会」を開催します。

■ 日

■会  場

■参加資格

■参加料金

7月 5日 (日 )午後 2時～

阿宇ヶ浦クラブ

独身の男女 (40歳代まで)

男 4,000円 。女 3,000円

T彗カロ希量喜:「嵩電砥意にちなか″fFЮ檸鰺
地区代表 天海 弘子さん (美容室

エフ容080-1127-4286)訣で

5

若者の出逢いを応援 !
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昭
和
４０
年
代

こ
の
時
期
に
３３
メ
ー
ト
ル

道
路

（昭
和
通
り
）
の
舗
装

工
事
が
完
了
し
た
。
の
ち
に

ロ
ー
タ
リ
ー
と
防
火
用
水
を

兼
ね
て
い
た
駅
前

ロ
ー
タ

リ
ー
が
交
通
量
の
増
加
に
伴

い
撤
去
さ
れ
る
。
表
町
商
店

街
に
花
壇
や
ア
ー
ケ
ー
ド

を
設
置
し
、
雨
の
日
や
夜

間
で
も
買
い
物
を
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
蛍
光
灯
も

取
り
付
け
た
。

「か
つ
た

祭
り
」
の
前
夜
祭
で
は
表

町
通
り
を
歩
行
者
天
国
に

し
、

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
て
大

い
に
盛

り
上
が
る
。

馬
渡

。
長
砂

・
佐
和
の
３

地
区
が
加
入
し
、
全
市
的
な

勝
田
市
商
店
会
連
合
会
が
誕

生
。
現
在
の
勝
田
商
店
連
盟

の
先
駆
け
と
な
る
。
初
代
の

会
長
に
は
、
き
ぬ
屋
の
二
浦

喜
作
氏
が
就
任
し
た
。
中
元

時
期
や
歳
末
に
は
売
り
出
し

を
行
い
、
歌
謡
シ
ョ
ー
ヘ
の

優
待
券
を
発
行
。
勝
田
宝
塚

劇
場
で
五
木
ひ
ろ
し
や
島
倉

千
代
子
な
ど
を
招
い
て
の
歌

謡
シ
ョ
ー
を
開
催
し
た
ｃ

昭
和
５０
年
代

昭
和
５０
年
１０
月
、
表
町
専

門
店
商
店
街
振
興
組
合

（初

代
理
事
長
に
藤
田
富
也
氏
）

と
勝
田
表
町
南
商
店
街

（初

代
理
事
長
に
中
原
周
三
氏
）

が
設
立
さ
れ
る
。
ま
た

「か

つ
た
祭
り
」
前
夜
祭
で
行
っ

て
い
た
表
町
通
り
の
歩
行
者

天
国
が
、
毎
月
１
回
第

一
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
２
周
年
記
念
の
時
に

は
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、

「路

上
結
婚
式
」
が
催
さ
れ
た
こ

と
も
あ

っ
た
。
昭
和
５７
年
に

は
伊
勢
甚
が
、
昭
和
５８
年
に

は
長
崎
屋
が
オ
ー
プ

ン
し

た
。
昭
和
５９
年
に
勝
田
市
は

１０
万
人
都
市
と
な
り
、
祝
賀

パ
レ
ー
ド
が
行
わ
れ
、
茨
城

県
警
察
の
音
楽
隊
を
先
頭
に

１０
万
人
目
の
市
民
を
乗
せ
た

人
力
車
や
大
相
撲
の
藤
島
親

方

（元
貴
乃
花
関
）
も
表
町

通
り
を
パ
レ
ー
ド
し
た
。

表
町
商
店
街
は
、
日
製
の

社
宅
に
住
む
人
や
自
衛
隊
関

係
の
人
た
ち
が
利
用
客
の
中

心
だ
っ
た
が
、
平
成
１６
年
頃

か
ら
マ
ン
シ
ョ
ン
が
建
ち
始
め
、

居
住
人
口
が
一戻
っ
て
き
た
。

こ
れ
か
ら
は
住
民
の
人
た

ち
に
商
店
街
に
足
を
運
ん
で

も
ら
う
よ
う
に
す
る
に
は
ど

う
し
た
ら
い
い
の
か
を
考
え

て
い
く
こ
と
が
課
題
と
言
え

る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
総
合
病
院

が
建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る

病
院
と
の
連
携
も
視
野
に
入

れ
た
商
店
街
を
目
指
し
た
い
。

（お
わ
り

。
文
中
敬
称
略
）

（

写真で振り返る表町界隈②
語り部 :小池 五郎 さん

開小池洋服店

¥1盈譲

`魏

350)

び冤町抵ぶ轟長鋲檀婆線

鳥 げ i盪lh鱚編 ;

※テントやイス・机の貸し出しもしています。
※料金は小会議室 (10人収容)1,800円～

【申 込 み 詳 細 】総 務 部 総 務 企 画 課

商工会議所会館を
ご利用ください
会議や研修、セミナー、展示等に

商工会議所会館をぜひこ利用ください。

人数は少人数から150名まで

収容できる部屋を

用意してあります。
〈イス・机・冷暖房完備〉

えびサさネ

さ0ヽ

島 売 摯 盛
つ ら ヽ`そ さき ビん

だいこくさま

ビゃ

酒列教奮神れ
ホテルニ ュー●■に とな り

ひ た ら な か 市 残 特・ r4607-2
029-265-8220
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『共
感
、
共
鳴
、
共
動
』

第

２３
回
通
常

総
会
が

４
月
１。

日
に
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
前
年
度

事
業

・
収
支
決
算

の
報
告
、
規
約
の

改
定
、
今
年
度
役

員
選
任
及
び
組

織
図
の
議
決
、
今

年
度
事
業
計
画

。

収
支
予
算

の
議

決

の
４
議
案
が

上
程
さ
れ
、
す
べ

て
異
議
な
く
承

認

・
可
決
、
平
成

２７
年
度
青
年
部
が
ス
タ
ー
ト

を
切
り
ま
し
た
。

今
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ

ン

は

『
共
感
、
共
鳴
、
共
動
』

～
五
感
の
成
長
が
、
飛
躍
の

道
じ
る
べ
～
。
１
８
０
人
に

な
っ
た
こ
の
大
き
な
組
織
が

一
つ
の
価
値
観
を
共
有
し
共

感
を
得
て
い
き
た
い
、
個
人

個
人
が
共
に
鳴
り
響
き

一
つ

の
輪
を
作
り
出
し
た
い
と
い

う
願
い
と
、
そ
の
た
め
に
は

物
事
を
見
極
め
る
視
覚
、
周

囲
の
情
報
に
耳
を
傾
け
る
聴

εJosθ  
▼

ψ

一女
性
会

あ
な
た
も
女
性
会
の

会
員
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

女
性
会
で
は
新
規
会
員

　

体
と
の
連
携
な
ど

を
募
集
し
て
い
ま
す
。

覚
、
本
質
と
虚
偽
の
匂
い
を

嗅
ぎ
分
け
る
嗅
覚
、
時
流
の

分
か
れ
目
を
感
じ
取
る
皮
膚

感
覚
、
ど
ん
な
シ
ー
ン
に
も

対
応
で
き
る
味
覚
が
不
可
欠

と
い
う
思
い
が
込
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

議
事
の
終
了
後
、
鈴
木

会
頭
、
本
間
市
長
を
は
じ
め

来
賓
の
方
々
か
ら
ご
祝
辞
を

頂
き
通
常
総
会
は
終
了
し
ま

し
た
。（企

業
支
援
課
　
佐
藤
）

自
己
研
鑽
の
た
め
の
講

習
会
や
市
内
イ
ベ
ン
ト
ヘ
の

参
加
の
ほ
か
、
ひ
た
ち
な
か

の
Ｐ
Ｒ
を
兼
ね
て
他
県
の
女

性
会
の
方
々
と
交
流
し
て
い

ま
す
。

一
緒
に
集
い
、
語
ら
い

学
ぶ
女
性
の
輪
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

○
入
会
資
格

ひ
た
ち
な
か
商
工
会
議

所
の
会
員
で
あ
る
女
性
経
営

者
、
ま
た
は
企
業
経
営
に
携

わ
る
女
性
で
女
性
会
の
趣
旨

に
ご
賛
同
い
た
だ
け
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
大
歓
迎
で
す
。

年
齢
制
限
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
主
な
活
動

各
種
セ
ミ
ナ
ー

。
視
察

研
修
会
の
開
催
、
地
域
振
興

事
業
へ
の
参
加
、
新
年
会
な

ど
会
員
親
睦
事
業
、
関
係
団

○
会
員
数
…
９８
名

〇
年
会
費
…
７
２
０
０
円

○
加
入
方
法

所
定

の
加
入
申
込
書
に

必
要
事
項
を
ご
記
入
の
上
、

ご
提
出
い
た
だ
き
ま
す
。
申

込
書
は
、
事
務
局
に
ご
ざ
い

ま
す
。

○
入
会
の
手
続
き

企
業
支
援
課
　
中
谷

（な

か
た
に
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
下
さ
い
。

作 鷹 園

―――――――――――――――
| サプライ・トノオカ

■    |
お庭の個でも相談屋 l

|

二々準Pント螺奎;贅 ;弩タニ事
● ● ●

筆 思
代永 仄  ・ヽD `常  イテ
〒3120063ひ たちなか市口彦99827

TEL・ FAX 029(273)0705  オ分帯090-8487-0195
丁EL.275-1560 FA× .275-1429

▲あいさつする第 12代会長 矢口寿秀氏

▲楽しみながら学べる会です !

焼内ラーメン

ひ たちなか市元町 2‐ 4

TEL 029・273・8263

大小御宴会・御宿泊・御慶事。御法事・御会含

(   御予算に応じ承ります   )

TEL 029-262‐ 4118 FAX029‐ 262‐4119
(那珂湊おさかな市場前)

htt口〃www.mmato‐ kankOhotd.com/≧ なと観光ホテJ□霊環
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‐松本新会長の下
新年度スタTト

去
る
４
月
２４
日
に
第
３０

回
通
常
総
会
を
開
催
し
、

平
成

２６
年
度

の
事
業
報

告

・
収
支
決
算
及
び
平
成

２７
年
度
の
事
業
計
画
、
収

支
予
算
が
承
認
さ
れ
ま
し

た
。ま

た
、
任
期
満
了
に
伴

う
役
員
改
選
で
は
、
会
長

に

、

腑

Ｍ

Ｏ

Ｄ

Ｅ

Ｓ

Ｔ

代

表
取
締
役

・
松
本
豪
氏
が

選
出
さ
れ
、
副
会
長
に
は

コ
ロ
ナ
電
気
帥
専
務
取
締

役

・
柳
生
昌
克
氏
と
０
宮

本
製
作
所
専
務
取
締
役

・

中
島
友
紀
子
氏
の
２
名
が

再
任
さ
れ
ま
し
た
。

会
長
の
松
本
さ
ん
は
、

「青
研
に
入
会
し
て
ま
だ

４
年
で
す
が
、
私
な
り
の

想
い
を
実
現
さ
せ
よ
う
と

会
長

に
立
候
補

し
ま
し

た
。
今
年
は
、

３０
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
記
念

式
典
の
開
催
に
向
け
て
準

備
を
進
め
ま
す
。
会
員
相

互
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
、
会
員
や
Ｏ
Ｂ
を
招
い

て
の
勉
強
会
を
開
催
す
る

デ

ィ
ス
カ
バ
リ
ー
青
研
、

外
部
講
師
に
よ
る
勉
強
会

や
外
部
企
業

・
地
域
と
の

交
流
を
図
る
ア
タ
ッ
ク
青

研
、
こ
れ
ら
の
研
究
会
活

動
を
進

め
て
ま

い
り
ま

す
。
ま
た
、
会
員
同
士
、

も
し
く
は
会
員
家

族
を
含
め
た
交
流

を
図
る
親
睦

・
交

流
事
業
も
実
施
し

ま
す
。
運
営
側
が

一
方
的
に
計
画
す

る
の
で
は
な
く
、

会
員
か
ら
の
声
も

吸
い
上
げ
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
し

な
が
ら
進
め
て
ま

い
り
ま
す
」
と
事

業
方
針
を
説
明
を

し
ま
し
た
。

（事
業
推
進
課

大
沼
）

一杯の表現だ。       (文  鈴木誉志男)

※当選者の発表は商品の発送をもつて代えさせていただきます。なお、ご応募
いただきましたお客様の個人情報は厳重に管理し、商品の抽選および当選者
の確認 連絡のみに利用させていただきます。

答え (○の中に入る文字を 1文字入れてください)

1飩電
レイアウトも一新した。会員の皆様を温か<お迎えず

ぅ試みが職員の発案で始まった。期待する。

14月 6日 (月 )橋本県知事に県有地の今後の在り万

を要望書として提出した。昭和48年の射爆場返還日に

乖岩■暴知事が「早勢肇展と黒民福祉の向上に冒与す
るように一層努力する」と談話を発表した。私たちは

それを望んでいる。

14月 7日 (大)那珂湊警察センター開所式に出席。

東と西の警察署が合併して那珂湊地区にはセンターが

開設された。これで治安は万全だ。

>4月 8日 (水)ひたちなかまちづ<りいの設立バー

テイーに出席する。感無量。これからが本番だ。会議

所は、後押しと伴走をして支援する。

>4月 10日 (金)青年部の通常総会に出席する。会員

は180名 。新記録だ !矢□寿秀新会長に期待する。会

議所の将来は明るい。

)4月 11日 (土)ォ ーストラリアから「モラ」という手

琴昴の収集界が米年され存0砕も「Fラ」のコレクタT
と自称している。あ互いに見せびらかしをして楽しんだ。

>4月 16日 (本)日本商工会議所の昼食懇談会で、ノ

ーベル物理学賞を受賞した天野浩博主より、LEDの発

明に30年かかったという講話を聴いた。天野博主は食

べるのが速い !間近で話せて嬉しかった。

>4月 17日 (金)県のひたちなが整備室の方が、県有

地を売る相談に来られた。会議所から要望書を提出し

て11日 目に、要望書と逆の提示をされた。誠に残念で

すが、「反対です」と申し上げた。小さな会議所の精

t t h;t:.,o;: r, h

h000ク ィズ
<問 題 >
ひたちをか商工会議所ご当地グルメシリーズ第 5弾とな

るプリンの名前は何というでしょう?(ヒ ン トは 2ペー

ジ)

事業所名
<応募方法 >
右欄の点線で囲まれた部分内を記入のうえ、FAXでお送りく

ださい。官製はがきで応募の際は、右の点線部分をはがきに

貼り付けて「〒3128716ひたちなか市勝田中央148 ひた

ちなか商工会議所総務企画課」宛にお送りください。

正解者の中から抽選で賞品を進呈いたします。

○締め切り :平成27年 5月 31日 (当 日消印有効)

OF A X:275-2666
◎前回の正解は「ひたちなかまちづくり」でした。賞品は正

解者35名の中から抽選で5名の方にお届けしました。ご応

募ありがとうございました |

住所 〒

8

TEL

※応募は 1事業所につき 1枚のみ有効です。

青研NEWs

氏名

鬱
.



種 類 融 資 限 度 額 利 率

マル ケ イ融 資

[日 本政策金融公庫]
2,000万円(設備運③ 1.25o/。

普 通 貸 付
[  ″   ] 4,800万円(設備運輸 1.3～2.9%
震災復興緊急

[茨 城 県 ]
8,000万円(設備運輸 1.2～ 1.5o/。

パワーア ップ
[ ]

5,000万円(設備運転) 1.5～ 1.8%

自 治 金 融
[ひ たちなか市]

1,000万円(設備運動 1.15o/。

振 興 金 融
[  ク  ] 2,000万円Q備運動 1.15%

短 期 資 金
[  ク  ] 500万円(設備運転) 0.9o/。

経 済 活 性 化
[  ク  ]

19500～3編聾罫円 1.35～ 2.1%

○問合せ先 :企業支援課

■■■■■■目■■■ull目目
(H275 1現 在)制度融資のご案内

5・6月の
イベントスケジュールまちかど交流館ふらつと

場

内

【3人展(着物から洋服にリメイクリヾック・小物の展示、販売)】

開催期間5/20(水)～5/31(日 )

今月の3710の日は17日
(AM10:00～PM3:00)
商店街や那珂湊駅などでイベント盛りだくさ

|びたちなか海浜鉄道開棄力轟義霧|

所】那珂湊・金上・平磯・阿字ヶ浦駅
容】地元名産品・鉄道グッズ販売、

ステージイベント、スタンプラリー、湊線写真展など

みなと★再発見★フェス 第211回 ドウナイトマーケット

所】那珂湊本町通り商店街

容l音楽イベント、商店街青空展示会、焼きそば選手権、

微魔女カフェ、飲食物・フリーマーケット出店、
「ガルバン」ラッピングバス展示、湊線駅めぐリスタンプラリー

お買物抽選会など

安全衛生優良企業Iま、

労働者の安全や健康を守る企業の証です。
労働者が安全・健康に働くことができる環境を作ることは、

企業にとって不可欠です。労働者にとつても、企業にとっても、

求職者にとっても、ベストな労働環境を目指して一安全衛生優

良企業認定を受けませんか?

○間合せ先 :厚生労働省労働基準局安全衛生部

都道府県労働局(労働基準部健康安全主務課)

場

内

9

開催 日B寺 催 し物 料 金

５

月

13日 (水)14日 (木 )

13:00～ 16:00
つるし雛教室 材料費込 1,500円

15日 (金 )

13:00-16:00 ちりめん細工教室
授業料 5,000円

材料費 1,000円～

18日 (月 )25日 (日 )

13:00-16:00
着物リメイク
手縫教室

授業料 2,000円

27日 (水)28日 (木 )

13:00-16:00
つるし雛教室 材料費込 1,500円

6
月

1日 (月 )8日 (月 )

13:00-16:00
着物リメイク

手縫教室
授業料 2,000円

4日 (本 )

11:00～ /14:00
アレンジメント
フラワー教室

教材費込 3.500円

景気動向調査 4/4四半期

■‐11曹 ■ ａ
〕

Ｗ
Ｖ

〔
〕「饒 饂

■■■     卸売業4

売上悪1ヒも業況は回復ヘ

Wi
市内の景気を把握

するとともに、今後の

地域企業の経営活

動方ま1に 資すること

を[1的 としています。

※DI数値=「好転」「増加」と答えた企業の割合から「悪化」「減少」と
答えた割合を引いた値

<概 況>
売上D:全体の実績値では、▲15.0→ ▲23.1と悪化した。業

種別では、製造業 (▲ 30.0→ 22.2)、 卸売業 (▲ 50.0→ 0.0)、 建

設業 (▲ 10.0→ 22.2)が好転したが、サービス業 (0.0→▲45.5)、

小売業 (▲ 22.0→▲80.0)では大きく悪化となった。

業況Dl全体の前期比で見ると、▲37.5→▲30.8と 好転した。

業種別では建設業 (▲ 40.0→ 0.0)、 製造業 (▲ 30.0→ 0.0)が 好

転した一方で小売業 (▲ 44.4→ ▲60.0)、 サービス業 (▲ 36.4→

▲54.5)、 卸売業 (50.0→ 0.0)が悪化となっている。

<向こう3ヵ月の見通し>
来期は、売上が▲23.1→ ▲25.6と 悪化、資金繰りが▲25.6→

▲15.4と 好転、業況が▲30.8→ ▲20.5)と 好転が見込まれている。

-50

-100

-150

-200

-250

-300

-350

-400
1～ 3月 4～6月 7～ 9月 10～ 12月 1～ 3月 4～ 6月

― 売上D: 45 27 150 -231 -256

・ ―業況Dl -205 43 -216 -375 -308 -205

ひたちなか商工会議所の共済制度は、昭和47年に発足以

来、多くの会員の皆様にご利用頂き、今年で43年目を迎えま

した。福利厚生事業の一環として、会員事業所の福利厚生の

充実と経営者の皆様の事業保障などを目的に、各種共済・福

祉制度の啓蒙、普及を図っています。

このたび、4月 15日 ～6月 30日を共済制度推進月Po3と定め、

「商工会議所福祉制度キャンペーン」を実施します。

つきましては、本商工会議所職員及びアクサ生命保険推進

員がお伺いいたしますので、何卒趣旨をご理解いただき、訪 P03

の際は特段のご高配を賜りますよう、宜しくお願いします。

ひたちなか商工会議所

本所(事業部)TttL:273‐ 1371・ 支所 TttL:263‐7811
(引受保険会社)アクサ生命保険欄水戸営業所 TEL:2フ4‐3818

キャンペーン
がスタート!



満足度◎希望に沿った提案・施工

ビルダー(株)

上田 良隆さん

Q仕事を始めたきつかけは ?
建材メーカーに勤務し建築の楽しさ、やり甲斐を見い出した

ことから、工務店での修業を経て修繕 。改修に特化した企業

を立ち上げました。

Q日頃心がけていること|よ ?
「拙速(せ つそく)巧遅(こ うち)(完璧でなくとも「仕事が速

い」に越したことはないという意味)」 をモットーに、すべ

ての建物に対応できる建築の知識・技術を持ち合わせている

ので、お客様の希望に沿つた提案 。施工をしております。

Q PRを どうぞ !

私自身が音風の人間であり、験を担ぎ、物を大切にして伝統を

重んじていることから、ただ建築するだけではなく、方角など

の知識を通じて吉方のレイアウ トを提案させていただき、女

性から好評を得ております。修繕・改修でお困りでしたらお

気軽にお声掛けください。

馬意メモ

事務所のある建物は百華蔵と言

うらしく、展示スペースにも使つ

ひたちなか市釈迦町23‐ 1

●営業時間/9:00～ 18:00

●定 休 日/日 曜日・祝日

(土曜日は隔週で休み)

●T E L/′ 029‐ 219‐6651

常に前向きな上田社長

至魚市場

“一度食べたらやみつき"な黒酢坦々

ラーメンすずなり
増田 保弘さん

Qおすすめメニューは?
当店オリジナルの黒酢坦々シリーズです。そぼろに黒酢を合

わせており、味は濃厚、黒酢でさつばりした健康志向のラーメ

ンです。辛さはお好みで選ぶことができることから、幅広い年

齢の皆様にお召し上がりいただいています。

Qこだわりを教えてください !

私が飲食業界に携わることとなつたのは、今も応援してくれ

る両親へ作つた料理を美味しいと言われたことがきつかけで

す。多くの人に喜ばれる料理を提供しようと心掛け、手間を惜

しますじっくり時間をかけてスープを作つております。中で

も手作り唐揚げとチャーシューはお客様から好評です。

Q PRを どうぞ !

お一人様から家族連れまで皆さんに美味しく召し上がってい

ただくため、スープや麺を数種類取り揃えております。また、

ランチ限定セットや小盛などお客様の食べたい量にも対応し

ておりますので、ぜひ―度こ来店ください。

今日もまたお客様の笑顔をつくります

|.メモ |

地域のラーメン店として

お客様のことを考えたメ

ニューに店主の温かい人

柄を感じ、温かいラーメン

が食べたくなりました。

ひたちなか市田中後46‐ 1

●営業時間

平 日11:30～ 14:30

18:00～ 21:30

土日祝11:00～ 15:00

18:00～21:30

●定 休 日/水曜日

●T E L//029-263-0425
至魚市場

肇犠 新年度が始まって1か月が過ぎました。私も4月よりこの会報誌を担当することになり、今月号が記念すべき第1号になります。

これからも会員の皆様に親しまれる会報誌を作っていけたらと思っていますので、どうぞよろしくお願いします!

ており、夏場にはアート作品が展

示されるとのことです。夏場にま

たお邪魔してみたいです。

郡珂湊プロック

G


